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はじめに
　月山ダムは、山形県庄内平野を流れる赤川の洪水

調節、流水の正常な機能の維持、発電用水、水道用

水の供給を目的として赤川の右支川梵字川に建設さ

れた多目的ダムである。

　かつて最上川の左支川であった赤川の改修工事は、

大正６年から本格的に実施され、昭和１１年、直接日

本海に注ぐ放水路工事が完成した。しかし、その後、

たびたび出水に見舞われ、上流ダム群による洪水調

節計画が必要となった。また、赤川は、灌漑用水、

水力発電用水として広く利用されてきたが、庄内南

部地域の発展に伴い、新たな水源確保が必要となっ

てきた。このように治水、利水両面からの要請に応

えるため建設されたものである。

事業の概要
　《ダム及び貯水池諸元》
　ダ　ム　諸　元：形式・重力式コンクリートダム

　　　　　　　堤　　頂　　標　　高：EL２７０.０ｍ

　　　　　　　堤　　　　高：１２３.０ｍ

　　　　　　　堤　　頂　　長：３９３.０ｍ

　　　　　　　堤　　体　　積：１,１６０千�

　貯水池諸元：流　　域　　面　　積：２３９.８㎡

　　　　　　　湛　　水　　面　　積：１.８㎡

　　　　　　　総　貯　水　容　量：６５,０００千�

　　　　　　　有効貯水容量：５８,０００千�

　　　　　　　堆　　砂　　容　　量：７,０００千�

　　　　　　　洪水調節容量：３８,０００千�

　　　　　　　利　　水　　容　　量：（洪）２０,０００千�

　　　　　　　　　　　　　　　　（非）４０,０００千�

　事　業　期　間：昭和５６年度～平成１３年度

　事　業　費：約１,７００億円

事業の特徴
　ダムの建設地である山形県朝日村は豪雪地帯であ

るため冬季施工ができない。また、急峻な地形に建

設されるという理由からコンクリートの打設には施

工の迅速化と工期短縮、作業の安全性、コストダウ

ンを目的に直轄ダムとしては初めてのベルトコンベ

ヤシステムを併用したRCD工法を採用した。

　ベルトコンベヤによる連続かつ大量運搬がRCD

用コンクリートの品質におよぼす影響を明らかにす
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るとともに、その対策を含む運搬技術の確立に寄与

した。

　なお、RCDコンクリート打設のリフト厚について

は、RCD工法として一般的に採用されている０.７５ｍ

リフトを基本とするとともに、１ｍリフト打設を採

用することで打設工費の縮減・工期の短縮・施工の

能率化を図った。

　また、月山ダム周辺は、上流部が磐梯朝日国立公

園の特別地域に指定されている等、自然環境の豊か

な地域であることから建設にあたっては、周辺の自

然や生態系に与える影響を極力軽減し、周囲の自然

環境との調和を図りながら事業を実施することとし、

貯水池法面については、常時満水位以上の立木の保

全や在来種を中心に緑化を図るとともに、貯水池の

水位変動域には裸地対策として水に強いヤナギの植

裁を実施する等、環境に配慮し整備を図った。
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